
 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

横浜市大×電通 

『広告医学プロジェクト 2016』が本格始動 

― 若手クリエーター・アーティストとのコラボレーション― 

 

横浜市立大学大学院医学研究科 武部貴則准教授と(株)電通が推進している「広告医学プロジェク

ト」は、今年度横浜市や若手アーティスト等と連携・協力し、楽しみながら健康づくりができる仕掛

けとして、3つのプロジェクト「Another Steps」 「演劇クエスト」 「宙（そら）」を展開します。 

 

 

 

 

 

 
 

１．Another Steps…つい上りたくなる健康階段                

踏み出そう、健康と世界への第一歩。 

階段ではなく、ついエスカレーターを使ってしまう……そん

なこと、ありませんか？ 歩くことは最も手軽な健康法で、その

中でも階段の上り下りは、特に運動効果が高いとされています。

『Another Steps（健康階段）』は、一日中ラボに籠って研究に

勤しむ研究者に、階段の上り下りの中で、世界 50 か国もの天気

情報をリアルタイムで提供します。研究者が階段を使うことに

よって、外の世界の「今」を知るきっかけとなるだけでなく、

自然に健康づくりが促進される実験的な取組として、平成 28 年

4月に先端医科学研究棟内において実施しました。今後金沢八景

キャンパスでも展開していきます。 

健康階段は平成 27 年 2 月に横浜

市や金沢区との連携により「上りた

くなる階段（横浜シーサイドライン

金沢八景駅）」として実施しており、

地域の健康づくり推進団体のみなさまをはじめとする多くの方にご利用いただきました。横浜市と広

告医学プロジェクトは、平成 26 年７月に市民の健康増進に関する包括協定を締結しており、これらの

取組み結果を踏まえながら、今後さらに連携して市民の健康づくりに取り組んでいきます。 
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（裏面に続く） 

～広告医学プロジェクトとは～ 

アートやデザイン、コピーライティングなどの広告的視点を医学におけるコミュニ 

ケーション手法に取り入れながら、健康行動を自然に動機づける方法の研究で、 

市民の皆さまが将来重篤な病を発症することを未然に防ぎ、健康寿命の延伸を目指す 

新しい試みです。http://admed.jimdo.com/ 



 

 

２．演劇クエスト ・・・ロールプレイングゲームで健康行動促進       
 

「演劇クエスト」は、「冒険の書」を片手に、物語の主人公となってロールプレイングゲームを楽

しむ体験プロジェクトです。広告医学プロジェクトでは、横浜市芸術文化振興財団と協働し、同財団

が行う「アーツコミッション・ヨコハマ」の相談窓口を活用しながら、横浜の若手クリエイター・ア

ーティストらと議論を重ねてきました。今回、その活動の一環として、

患者さんのリハビリにスポットを当て、医療の現場である病院を舞台に、

通院・入院患者の健康行動を促す体験プロジェクトのプロトタイプ（試

作品）である「演劇クエスト 幻惑のリハビリテーション編」を制作しま

した。このプロトタイプでは、患者さんが冒険者として院内を探索する

ストーリーになっており、シナリオにある選択肢にそって参加者はそれ

ぞれ違うルートで、屋上から駐車場まで、いろいろな所を楽しみながら

歩くことができ、リハビリ等の促進が期待できます。 

平成 28 年度は、このコンセプトを活かしながら大学内、金沢区へと広

げて展開する方向で検討します。 

※このプロジェクトは横浜市立大学の教員地域貢献活動支援事業の１つです。 

事業名・・・「地域の健康・医療問題解決へ向けたメディカルデザインハブの構築」 

 

３． 「宙
 そ ら

」 ・・・ アート作品の映像投影で患者さんたちに元気を     

 

病院内の診療や検査の待ち時間に、患者さんたちを元気づけるための実験的な取組として、「Cheerful 

Wall」プロジェクトを開始しました。今回はその第一弾として、横浜市立大学大学院医学研究科 発生

成育小児医療学の伊藤秀一教授らと連携し、現代美術アーティスト、曽谷朝絵（そやあさえ）さんのア

ニメーション作品「宙（そら）」を附属病院小児科待合の壁に投影します。このプロジェクトを通して、

診察等を待つこどもたちが笑顔で楽しむことにより、待ち時間や処置時の負担軽減につながる手法の確

立を目指します。  

効果測定を含めた実証実験の開始に向け、現在準備が進んでいます。今後、他施設などへの展開も

検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２．３．について、横浜市芸術文化振興財団が、「アーツコミッション・ヨコハマ」事業にて協力、 

横浜の若手クリエイター・アーティストらをコーディネートしています。 

 

 

「宙- A-glow」 アニメーションの原画、 

パネルに紙に水彩、2013 

 

「宙（そら）」アニメーション投影、2014、iscp (NY) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

（広告医学プロジェクトについて） 

      公立大学法人横浜市立大学 研究企画・産学連携推進課長 渡邊 誠 

Tel. 045-787-2510 E-mail sentan@yokohama-cu.ac.jp 

（横浜市立大学教員地域貢献活動支援事業について） 

公立大学法人横浜市立大学 研究基盤課長 竹内 紀充 Tel. 045-787-2019 

（横浜市健康づくり事業について） 

横浜市健康福祉局保健事業課 健康づくり担当課長 横森喜久美 Tel. 045-671-3376 

（金沢区民への啓発活動について） 

横浜市金沢区福祉保健センター 福祉保健課長 飛田千絵 Tel. 045-788-7811 

（アーツコミッション・ヨコハマについて） 

公益財団法人横浜市芸術文化振興財団 広報・ACY ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 福岡綾子 Tel. 045-221-0212 


